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ス
ス
メ

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー

ク
ナ
ー
の
名
は
、
い
ま
の

日
本
で
は
、
大
学
の
英
文

科
／
英
米
文
学
専
攻
（
あ

る
い
は
『
週
刊
読
書
人
』

の
よ
う
な
媒
体
）
以
外
の

場
で
聞
か
れ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
先
日
亡
く
な
っ
た
大

江
健
三
郎
も
仰
ぎ
見
た
ノ

ー
ベ
ル
賞
作
家
だ
が
、
大

江
の
作
品
同
様
、
そ
の
重

厚
で
難
解
な
作
品
の
性
質

上
、
現
在
の
新
自
由
主
義

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で

は
人
気
が
な
い
の
も
必
然

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
う
だ
か
ら

た
。
成
否
は
と
も
か
く
、

キ
ャ
リ
ア
の
集
大
成
で
あ

る
「
ス
ノ
ー
プ
ス
三
部

作
」
の
最
後
を
飾
る
『
館
』

の「
フ
レ
ム
」
の
章
な
ど
、

そ
の
気
迫
が
余
す
と
こ
ろ

な
く
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
日
本
、
あ
る
い

は
世
界
を
見
わ
た
せ
ば
い

よ
い
よ
明
ら
か
な
よ
う

に
、
様
々
な
主
義
や
主
張

は
、
特
に
そ
れ
が
特
定
の

集
団
へ
の
糾
弾
や
排
除
を

伴
う
と
き
、
深
く
正
義
や

公
正
に
根
差
す
真
剣
な
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

さ
ら
な
る
怨
恨
を
生
む
可

能
性
が
あ
る
。〈
ケ
ア
〉

さ
れ
な
い
悲
し
み
、
人
に

ぞ
ん
ざ
い
に
扱
わ
れ
る
こ

と
の
寂
し
さ
は
、
い
つ
の

間
に
か
か
た
ち
を
変
え
、

何
気
な
い
日
常
の
裂
け
目

に
暴
力
的
に
噴
出
す
る
。

世
界
が
陥
っ
て
い
る
こ
の

悲
惨
な
袋
小
路
か
ら
の
脱

出
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
し
ぶ
と

く
粘
り
強
い
フ
ォ
ー
ク
ナ

ー
の
歩
み
に
こ
そ
そ
の
重

要
な
ヒ
ン
ト
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
研
究
を
続
け
て

い
る
。（
な
か
の
・
が
く

じ
＝
ア
メ
リ
カ
文
学
）

こ
そ
、
二
〇
二
三
年
現
在

の
社
会
を
考
え
る
う
え
で

の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
大
き
い
。

経
済
効
率
／
コ
ス
パ
／
タ

イ
パ
の
向
上
を
果
て
し
な

く
追
い
求
め
る
の
は
ア
メ

リ
カ
の
国
是
そ
の
も
の
、

ま
た
悩
ま
し
い
社
会
的
分

断
の
問
題
も
、
自
ら
の
立

場
の
普
遍
性
や
正
し
さ
を

疑
わ
な
い
独
善
性
と
の
関

係
で
考
え
れ
ば
、
や
は
り

き
わ
め
て
ア
メ
リ
カ
的
な

も
の
で
も
あ
る
。
紙
幅
の

都
合
上
詳
述
で
き
な
い
の

が
残
念
だ
が
、
フ
ォ
ー
ク

ナ
ー
は
、
民
主
主
義
国
家

ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
奴
隷

制
の
悪
を
守
り
続
け
た
自

ら
の
故
郷
ア
メ
リ
カ
南
部

に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
の
激

し
い
矛
盾
を
見
つ
め
続
け

る
こ
と
を
通
し
、
あ
ら
ゆ

る
陣
営
か
ら
の
激
し
い
批

判
を
百
も
承
知
で
、
人
種

／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
階
級
／

宗
教
な
ど
様
々
な
領
域
に

お
け
る
深
刻
な
分
断
を
本

気
で
解
除
し
よ
う
と
し

　

風
景
と
い
う
言
葉
は
、

現
代
の
日
本
で
も
ご
く
自

然
に
使
わ
れ
続
け
て
い
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
文

学
や
芸
術
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
と
、
こ
の
言
葉
が
表

現
す
る
対
象
が
決
し
て

「
自
然
」
に
存
在
し
続
け

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。
目
の

前
に
ひ
ろ
が
る
、
慣
れ
親

し
ん
だ
世
界
の
様
々
な
意

味
で
の
変
容
を
背
景
に
―

―
そ
こ
に
は
「
英
国
」
の

創
造
、
科
学
技
術
の
進

展
、
農
業
革
命
や
森
林
の

破
壊
も
含
ま
れ
る
―
―
一

八
世
紀
後
半
の
英
国
で
は

こ
に
は
決
し
て
き
れ
い
ご

と
で
は
済
む
こ
と
の
な

い
、
自
然
と
人
間
の
緊
張

関
係
が
提
示
さ
れ
つ
つ
、

激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ

る
農
民
と
し
て
の
バ
ー
ン

ズ
の
自
意
識
が
小
さ
な
動

植
物
の
姿
に
重
な
り
あ
っ

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
美
学
の

創
造
と
と
も
に
「
風
景
の

（
再
）
創
造
」
が
展
開
し
、

自
然
、
国
と
地
域
、
環

境
、
観
光
、
そ
し
て
人
間

を
め
ぐ
る
様
々
な
思
想
や

営
み
の
磁
場
と
な
っ
た
。

風
景
を
い
か
に
描
く
か
と

い
う
問
題
も
、
同
時
代
や

後
世
の
詩
人
や
作
家
、
画

家
の
心
を
惹
き
つ
け
続

け
、
文
学
や
絵
画
作
品
が

描
き
出
す
風
景
像
は
失
わ

れ
ゆ
く
前
近
代
的
な
世
界

へ
の
憧
憬
や
喪
失
感
を
に

じ
ま
せ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
人
智
を
超
え
る
自
然

を
筆
の
力
で
捉
え
よ
う
と

す
る
芸
術
家
た
ち
の
前
衛

的
な
実
験
が
激
烈
に
展
開

す
る
舞
台
と
も
な
っ
た
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ

（
一
七
五
九
―
一
七
九
六
）

の
詩
「
ね
ず
み
」
や
「
ヒ

ナ
ギ
ク
」
は
、
草
や
土
の

に
お
い
が
立
ち
の
ぼ
る
よ

う
な
、
き
わ
め
て
近
接
し

た
距
離
感
と
臨
場
感
と
と

も
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
田
園
地
方
の
風
景
を
生

き
生
き
と
描
き
出
す
。
そ

て
像
を
結
ぶ
。
牧
歌
的
な

風
情
と
と
も
に
個
人
的
な

体
験
を
綴
る
よ
う
な
田
園

詩
で
あ
る
が
、
技
巧
に
よ

っ
て
も
形
作
ら
れ
、
西
洋

古
典
の
伝
統
へ
の
意
識

や
、
同
時
代
に
展
開
し
た

出
来
事
を
も
織
り
込
ん
で

い
る
。

　

川
崎
寿
彦
『
森
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
』（
平
凡
社
、

一
九
九
七
年
）、
富
士
川

義
之
『
風
景
の
詩
学
』

（
白
水
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、

今
村
隆
男
『
ピ
ク
チ
ャ
レ

ス
ク
と
イ
ギ
リ
ス
近
代
』

　

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

の
冒
頭
の
一
節
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
ま
だ
」
と
い
う
言
葉
に

引
っ
か
か
り
、
こ
の
猫
に

は
こ
れ
か
ら
名
前
が
与
え

ら
れ
る
に
違
い
な
い
と
思

っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
。
し
か
し
、
猫

は
名
無
し
の
ま
ま
溺
れ
て

死
ぬ
。
漱
石
は
主
人
公
に

名
前
を
与
え
な
い
と
い
う

選
択
を
し
た
の
だ
。

　

名
づ
け
と
は
人
間
の
営

み
に
深
く
関
わ
る
行
為
で

あ
り
、
様
々
な
観
点
か
ら

読
み
解
く
こ
と
が
で
き

る
。
名
前
を
付
け
る
と
い

う
行
為
の
意
義
は
社
会
学

や
心
理
学
に
、
名
前
の
意

味
と
人
の
本
質
の
関
係
は

哲
学
に
結
び
つ
く
。
あ
る

社
会
に
目
を
向
け
れ
ば
法

律
学
と
、
様
々
な
地
域
に

目
を
向
け
れ
ば
文
化
人
類

学
と
の
関
連
も
見
つ
け
ら

れ
る
。
名
づ
け
の
問
題
は

裾
野
が
広
く
、
ゆ
え
に
面

白
い
。
漱
石
だ
け
で
な

く
、
古
今
東
西
の
文
学
に

散
見
さ
れ
る
テ
ー
マ
だ
。

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
文

豪
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ

ン
ズ
は
名
づ
け
と
い
う
行

為
を
意
識
的
に
利
用
し
た

作
家
の
一
人
で
あ
る
。
彼

は
い
つ
で
も
名
づ
け
の
問

題
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、

私
の
関
心
は
一
八
五
二
年

か
ら
五
三
年
に
発
表
さ
れ

た
『
荒
涼
館
』
に
あ
る
。

本
作
は
主
人
公
エ
ス
タ
ー

・
サ
マ
ソ
ン
の
自
己
形
成

の
物
語
で
あ
り
、
私
生
児

の
た
め
日
陰
者
と
し
て
育

て
ら
れ
た
彼
女
は
荒
涼
館

の
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
と
い

う
役
割
を
拠
り
所
に
す

（
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
、

二
〇
二
一
年
）
は
「
英
文

学
と
風
景
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
も
か
か
わ
る
名
著
で

あ
ろ
う
。（
よ
し
の
・
ゆ

き
＝
英
文
学
）

る
。
で
は
、
そ
の
役
割
を

保
証
す
る
も
の
は
何
か
。

そ
れ
は
荒
涼
館
の

の
束

と
、
家
庭
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
数
多
の
あ
だ
名
で

あ
る
。
身
に
つ
け
た

の

束
を
揺
ら
し
、
荒
涼
館
の

人
々
か
ら
あ
だ
名
で
呼
ば

れ
る
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス
キ

ー
パ
ー
で
あ
る
と
い
う
意

識
は
身
体
的
に
、
心
理
的

に
彼
女
に
刻
み
込
ま
れ
て

い
く
。
あ
だ
名
は
私
生
児

と
い
う
不
名
誉
な
出
自
の

隠
れ
蓑
と
な
り
、
家
庭
内

の
役
割
は
身
寄
り
の
な
い

彼
女
が
自
己
を
確
立
す
る

唯
一
の
手
段
と
な
る
。

『
荒
涼
館
』
に
表
れ
て
い

る
の
は
「
家
庭
の
天
使
」

へ
の
賛
美
と
い
う
よ
り

も
、
現
実
的
で
シ
ビ
ア
な

作
家
の
観
察
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

束
は
し

ば
し
ば
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
名

づ
け
と
い
う
行
為
を
組
み

込
ま
せ
た
と
こ
ろ
が
デ
ィ

ケ
ン
ズ
ら
し
い
。
彼
の
巧

み
な
名
づ
け
の
手
腕
に
は

つ
く
づ
く
魅
了
さ
れ
る
。

（
さ
と
り
・
あ
い
か
＝
英

米
文
学
）

変
り
ゆ
く
時
代
と
風
景
の

再
創
造

吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉
野野野
由由
起起起起
（
東
京
女
子
大
学
准
教
授
）

こ
そ
敵
を
倒
せ
た
時
の
爽

快
感
は
大
き
い
。

　

手
強
い
敵
の
存
在
は
ゲ

ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
が
、

そ
れ
は
ア
ー
サ
ー
王
伝
説

で
も
同
様
で
あ
る
。
立
派

な
武
勲
は
、
見
事
な
相
手

と
の
戦
い
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
も
の
だ
。
ア
ー
サ
ー

王
は
異
教
徒
の
侵
略
を
食

い
止
め
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
超
自
然
の
存
在
を
倒

す
こ
と
も
あ
り
、
血
縁
の

モ
ー
ド
レ
ッ
ド
と
骨
肉
の

争
い
を
繰
り
広
げ
る
逸
話

も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
様
々
な
敵
の

中
で
、
と
り
わ
け
私
が
惹

か
れ
る
の
は
「
ク
エ
ス
テ

ィ
ン
グ
・
ビ
ー
ス
ト
（
咆

哮
獣
）
」
で
あ
る
。
こ
の
、

タ
ン
ト
・
ビ
ー
ス
ト
」

や
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン

の
『
失
楽
園
』（
初
版
一

六
六
七
年
、
改
訂
版
一
六

七
四
年
）
に
お
け
る
「
罪
」

に
も
咆
哮
獣
の
面
影
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

畢
竟
、
ク
エ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ー
ス
ト
の
終
着
点

は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ

ニ
ス
ン
の
『
国
王
牧
歌
』

（
一
八
三
四-

八
五
年
）

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
長
編
詩
で
は
、

人
間
の
中
に
潜
む
獣
性
が

円
卓
の
敵
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
礼
節
を

失
す
れ
ば
暴
漢
に
堕
す
る

騎
士
た
ち
に
と
っ
て
、
怪

物
ク
エ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ビ

ー
ス
ト
は
ま
っ
た
く
異
質

の
存
在
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
似
て
い
る
が
ゆ
え

に
危
険
な
存
在
な
の
か
も

し
れ
な
い
。（
こ
み
や
・

ま
き
こ
＝
英
文
学
）

胎
か
ら
複
数
の
動
物
の
鳴

き
声
を
発
す
る
と
い
う
奇

妙
な
獣
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア

ー
サ
ー
王
物
語
に
お
い
て

考
案
さ
れ
、
当
初
は
キ
リ

ス
ト
の
象
徴
だ
っ
た
の
だ

が
、
い
つ
し
か
魔
性
の
怪

物
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

英
文
学
に
お
け
る
ア
ー

サ
ー
王
物
語
の
集
大
成
、

ト
マ
ス
・
マ
ロ
リ
ー
の

『
ア
ー
サ
ー
王
の
死
』
（
一

四
六
九-

七
〇
年
に
完

成
）
に
も
ク
エ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ー
ス
ト
は
登
場
す

る
が
、
原
典
に
お
け
る
詳

細
は
削
ら
れ
、
捉
え
ど
こ

ろ
の
な
い
描
写
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

こ
の
怪
物
の
影
響
は
初
期

近
代
の
英
詩
に
も
見
受
け

ら
れ
る
。
エ
ド
マ
ン
ド
・

ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
妖
精
女

王
』（
一
五
九
〇-

九
六

年
）
に
お
け
る
「
ブ
レ
イ

　

ア
ー
サ
ー
王
伝
説
の
発

展
、
と
り
わ
け
現
代
ゲ
ー

ム
に
お
け
る
表
象
に
興
味

が
あ
る
私
は
、
最
近P

l
a
y

S
t
a
t
i
o
n
5

で
『

エ

ル

デ
ン
リ
ン
グ
』（
二
〇
二

二
年
）
を
プ
レ
イ
し
て
い

る
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四六判・432頁・5720円

富山英俊著　詩とその後の展開の諸相
を引用と論考により提示し、批評の実

践とくに「比喩」の種々の言語ゲーム

を考察。

せ り か 書 房

比喩と反語
アメリカの詩と批評

Ａ 5判・246 頁・2860 円

高田英和・大道千穂・井川ちとせ・大
田信良編著　1920 年代にロンドンに
登場した「はしゃぐ若者たち」を問い

直し、リベラリズムを疑う！

小 鳥 遊 書 房

ブライト・ヤング・ピープルと
保守的モダニティ
英国モダニズムの延命

四六判・259 頁・2750 円

大串尚代著　第 5回西脇順三郎学術賞
受賞作。米文学と日本の少女マンガの

接点を探る。〈アメリカ〉は少女マン

ガにどのように表象されてきたのか。

松 柏 社

立ちどまらない少女たち
〈少女マンガ〉的想像力のゆくえ

四六判・270 頁・3740 円

川崎明子著　小説に登場する人形を分
析することで、人間と非人間、生物と

非生物の境界や関係を吟味し、人間を

人間として扱うことの意味を問う。

春 風 社

人形とイギリス文学
ブロンテからロレンスまで

四六判・各 242～502頁・各 3080～4620円

原文と対注で読むシェイクスピア。ヘ

ンリー四世、ウィンザーの陽気な女房

たち、リチャード二世、タイタス・ア

ンドロニカス。第２期４巻今夏刊行。

大 修 館 書 店

大修館シェイクスピア双書
第２集（全８巻）
第１期（全４巻）

四六判・201 頁・2640 円

ハーン小路恭子著　文学や映像言語が
いかに言語化以前の情動にかたちを与

え、個々の危機的な出来事との間にダ

イナミックな相互作用を展開するか。

松 柏 社

アメリカン・クライシス
危機の時代の物語のかたち

四六判・531 頁・4180 円

邵丹著　第 44回サントリー学芸賞受賞
作。藤本和子、村上春樹、SF小説翻訳家

の活動に1970年代の若者文化勃興のも

と誕生した新たな文化空間を見る力作。

松 柏 社

翻訳を産む文学、文学を産む翻訳
藤本和子、村上春樹、

SF小説家と複数の訳者たち

四六判・307 頁・2420 円

高橋和久著　『一九八四年』論、絵解き
が紡ぐ 18 世紀英文学史、フォースター

再評価、ウルフの描出話法、20 世紀末

読書案内…スリリングな批評の世界。

松 柏 社

別の地図
英文学的小旅行のために

四六判・276 頁・2860 円

中井亜佐子著　120 年前に書かれた
“問題作 ”を、いま、この日常の喧騒

のなかで読んでみる。「読書」という

営為をめぐるスリリングな一冊。

小 鳥 遊 書 房

日常の読書学
ジョゼフ・コンラッド
『闇の奥』を読む

四六判・216 頁・2750 円

前波清一著　現代アイルランドの劇作
家たちは、どのようなドラマツルギー

で歴史や風俗、人を描いたのか。劇作

家 25 人、40 作品を紹介・分析。

小 鳥 遊 書 房

現代アイルランドのドラマツルギー
複合の視点

【近刊】Ａ 5判・530 頁・6380 円
巽孝之監修・大串尚代／佐藤光重／常
山菜穂子編纂　歴代大統領とともにア
メリカ文学史を駆け抜ける！　新たな

アメリカ文学史のかたち！

南 雲 堂

アメリカ文学と大統領
文学史と文化史

四六判・286 頁・2200 円

亀井俊介著　アメリカ文化・文学研究
のみならず英米近代詩にも深く通暁す

る著者が世に問う、心をこめて読むた

めの入門書！

南 雲 堂

魂の声
英詩を楽しむ

【近刊】四六判・280頁・予価4400円
上野和廣／白石治恵監訳・杉野徹／鈴木
里奈／新名ますみ訳　フランス革命後
の時代を駆け抜けたシェリーの魂の叫

び！本邦初訳を含む円熟の散文 13 篇。

南 雲 堂

太陽の光を見つめる鷲
シェリー後期散文集

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ

四六判・252 頁・3410 円

惣谷美智子、新野緑（編著）　ジョージ・
エリオットはジェイン・オースティン

をいかに読んだのか。テクストに潜む

〈深遠なる関係〉を読み解く。

春 風 社

オースティンとエリオット
〈深遠なる関係〉の謎を探る

Ａ 5判・344 頁・2970 円

小島基洋・山﨑眞紀子・髙橋龍夫・横
道誠編　ハルキ・ムラカミの文章はい
かにして日本から世界＝惑星の隅々ま

で届くのか。国内外の研究者が検証。

彩 流 社

我々の星のハルキ・ムラカミ文学
惑星的思考と日本的思考

Ａ 5判・248 頁・2860 円

大谷伴子著　イギリスのモダニズムへ
の転換期に誕生したミュージカル・コ

メディに、「ショップ・ガール」「働くレ

イディ」は、どのように描かれたのか。

小 鳥 遊 書 房

ショップ・ガールと英国の劇場文化
消費の帝国アメリカ再考

Ａ 5判・444 頁・3850 円

杉野健太郎責任編集　2023年 5月刊行
の改訂新版。各分野の専門家が多岐にわ

たりアメリカ文化をわかりやすく紹介。

巻末に詳細な資料を付録として掲載。

三 修 社

アメリカ文化入門
［新版］

Ａ 5判・404 頁・3850 円

下楠昌哉責任編集　2023年 5月刊行の
改訂新版。各分野の専門家が多岐にわた

りイギリス文化をわかりやすく紹介。巻

末に詳細な資料を付録として掲載。

三 修 社

イギリス文化入門
［新版］

Ａ 5判・616 頁・6600 円

植松みどり訳／海老根宏・内田能嗣監
修　英国の田園地帯の日常を背景に描
かれる少女の葛藤。生への深い洞察と

リアリズムを描き出す傑作の新訳。

彩 流 社

ジョージ・エリオット全集３
フロス河畔の水車場

四六判・272 頁・3080 円

イーディス・ウォートン著／山口ヨシ
子・石井幸子訳　複雑な出自をもつ若
い娘のひと夏の恋。ニューイングランド

を舞台に孤独と夢を描く中期の名作。

彩 流 社

夏

四六判・496 頁・3850 円

タン・トゥアンエン著／宮崎一郎訳　
英国統治時代のマラヤ連邦を舞台に戦

争で傷ついた人々の思いが錯綜する。

同名映画原作。ブッカー賞最終候補作。

彩 流 社

夕霧花園

四六判・362 頁・3740 円

田尻芳樹著　小説だけでなく評論も含
めた全主要作品を原則として出版年順

に丁寧に解説、論評。作品論と合わせ

て伝記的情報も多く取り入れている。

三 修 社

Ｊ・ Ｍ・クッツェー
世界と「私」の偶然性へ

シンポジウムシンポジウム

怪物と中世英文学

講師

シンポジウムシンポジウム

英文学と風景

司会・講師

シンポジウムシンポジウム

ドメスティシティ再訪
親族・秘匿・移動

講師


